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1．はじめに 

当出張所が保守管理する東北新幹線、北海道新幹線の八

戸～新中小国間の軌道構造は、新青森構内及び七戸十和田

構内を除き、全線がスラブ軌道である。なかでも、2010 年開業

の八戸～新青森間、2016 年開業の新青森～新函館北斗間の

スラブてん充層は劣化が進行し、補修量が年々増加している

（写真-1）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真－1 スラブてん充層劣化状況写真 

昨年度は従来の施工方法である型枠工法における生産性

向上に取組み、型枠の耐用年数の向上、軽量化等の成果が得

られた。しかし、型枠工法は使用資器材が多く、跡作業である

打設面成形作業及び清掃作業が必須であり、大きな労力を要

していた。そこで現在のスラブてん充層補修工法は、何種類か

提案されており、更なる生産性の向上を目的に、跡作業に着

目し、施工方法の比較検討を行い、労力軽減及び施工数量増

加ができるかを検討した。 

 

2．現状把握 

 当出張所で施工している工法は下記である。 

① FRP軽量型枠工法 

② テープ工法 

以下に施工手順及び跡作業の特徴について示す。 

① FRP軽量型枠工法 

FRP軽量型枠工法の標準的な作業手順を図-１に示す。 

 

図-１ FRP軽量型枠工法作業手順（標準） 

本作業工程数は 7工程あり、今回の比較検討する上での標

準工程数とする。赤枠箇所が樹脂打設後の跡作業である。跡

作業の特徴は、不陸溝が大きい場合、不陸解消材を使用して 

も路盤面まで樹脂が流出する。また、注入口に溜まった樹脂の

除去作業が発生し、打設表面成形作業と注入口除去作業、清

掃作業に多くの労力と時間を要している（写真-2）。 

 

写真-2 樹脂流出状況 

② テープ工法 

テープ工法の標準的な作業手順を図-2に示す。 

 

図-2 打設表面成形作業状況 

本作業工程数は 7 工程で FRP 軽量型枠工法と工程数は変

わらない。テープ工法はスラブ養生作業と型枠設置作業が無

い代わりに、テープ貼付け用のボンド塗布作業とテープの貼

付け作業がある。また、跡作業の特徴として、労力と時間は

FRP軽量型枠工法と変わらず、不陸溝があると、樹脂が流出す

る。また、ボンド塗布が均一に塗布できていない場合、樹脂横

圧により、テープが剥がれ、勢い良く大量の樹脂が流出し、清

掃作業で 2倍以上の時間を要している。 

 

3．課題検討 

昨年度、木製型枠工法から FRP 軽量型枠工法に変更し、軽

量化に伴い取扱いが容易で、作業工程の短縮、型枠設置労力

が軽減され、通年コストも削減された。しかし、跡作業である打

設表面成形作業や清掃作業は必須な作業工程であり、削減が

できていなかった。そのため、型枠工法と型枠工法以外の施

工方法で跡作業の労力軽減と作業時間の短縮が可能なのか、

施工数量の増加は出来るのかを比較検討していく。 

 

4．工法の比較 

比較内容として、作業時間・コスト・作業性を比較する。本作

業の標準的な編成人員を表-1に示す。 
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表-1 施工間合い編成人員（標準） 

 

①FRP軽量型枠工法 

 FRP軽量型枠工法のサイクルタイムを図-3に示す。 

 

図-3 FRP軽量型枠工法サイクルタイム 

スラブ片側 13 箇所（標準数量）の施工では、実作業平均時

間は約180分である。１箇所当たりにすると約14分/箇所となる。

しかし、樹脂漏れが発生した場合、打設表面成形作業や清掃

作業に多くの時間を要し、13 箇所以上の施工は、とても厳しく

なる。木製型枠より作業性は向上したが、樹脂漏れ未発生の場

合でも、1日当りの跡作業割合として約 51.4％が打設表面成形

作業と清掃作業に大きな労力となっている。また、樹脂漏れが

多発することで跡作業割合は更に増加する。 

一方、コスト面では、FRP軽量型枠の初期コストは高くなるが、

木製型枠に比べ耐用年数が向上しているため繰り返し使用で

き、通年のコストダウンは出来る。また、スラブ側面養生及び樹

脂漏れ対応費用は 1箇所あたり約565円となる(表-2)。 

表-2 FRP軽量型枠工法1箇所当たりの費用 

 

②テープ工法 

 テープ工法のサイクルタイムを図-4に示す。 

 

図-4 テープ工法サイクルタイム 

テープ工法は、初めての工法であり、初回の施工は材料メ

ーカー指導の下、スラブ片側13箇所施工を実施した。 

 

サイクルタイムは、仮設材撤去作業から清掃作業までの時

間が10分短縮でき、実作業平均時間として約170分となった。

1箇所当たりにすると約 13分/箇所となり、14箇所の施工は可

能である。跡作業割合は約 47.2％となり、FRP軽量型枠工法よ

り、約 4.2％減少している。だが、テープ工法は不陸解消が困

難であり、FRP 軽量型枠工法より、樹脂流出の可能性が高い。

14 箇所施工の条件として、路盤の不陸溝が少なく、ボンド塗布

の均一化、テープ貼付けが丁寧に出来きれば、十分施工可能

である。路盤の不陸溝が著しい場合、ボンド塗布量不足、テー

プ貼付けが雑になると大量の樹脂流出が発生させてしまう恐

れがあり、打設表面成形作業や清掃作業に多くの時間を要し、

14箇所/日の施工は困難となる。 

コスト面では、注入口発砲及び隅角部発砲を固定するため

に型枠工法で使用している治具が流用でき、治具のリース費

は発生しないが、1 箇所当たりのリース品及び消耗品として約

4,320円の費用が発生する(表-3)。 

表-3 テープ工法1箇所当たりの費用 

 
 

5．まとめ 

 比較した結果を表-4に示す。 

表-4 比較評価表 

 

 上記の比較評価表では、テープ工法は繰り返し使用できる

資材が少なく、消耗材料が多く、コストが高くなるが、1 箇所当

たりの施工時間が短縮でき、施工数量は 1 箇所増となる。FRP

軽量型枠工法の跡作業割合で比較すると約 4％の労力の軽減

できている。スラブてん充層補修は今後も継続的に施工が予

定されているため、自職場では作業環境に応じて都度検討し、

最良の施工方法を施主側に提案をしていく。 

 

6．おわりに 

 本稿では、スラブてん充層補修樹脂工法の比較検討を紹介

した。施工品質向上と労力軽減、生産性向上は、今後も施主側

と綿密な打合せを実施し、継続して取組むべき課題と捉えてい

る。限られた予算、人員で効率的な施工方法をこれからも検討

していきたい。 
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